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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
紀伊半島外帯には多くの火成岩岩派が分布するがこれらの詳細な分布、貫入の時代、成因について総括的に
議論した例はない。本研究は野外調査により岩脈の分布を、K‐Ar年代によりそれらの多くが中期中新世の短
期間に貫入したことなどを明らかにし、それら火成岩の成因を解明しようとしたものである。特に紀伊半島中
央部、吉野地域の岩脈が二重の弧状岩脈群からなり、これらの岩脈の貫入と火砕岩の噴出により、トラップド
ア型コールドロンが形成された過程を議論した。 
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岩石化学的解析により紀伊半島に分布する岩脈を化学組成の特徴によりM、N、Sの3グループに区分した。M
グループはMg0、Ni、などの適合元素とLILEのSr、Baに富む。NグループはNbやZrなどのHFSEに富む。S
グループの石英斑岩、花崗斑岩はSi02量が75wt％を越え、K20に富み、Baに乏しい。Mグループに属する未分
化な高マグネシア安山岩は瀬戸内区の高マグネシア安山岩と比較して系統的にBa/Pb比の高いことに注目し、
より海洋地殻起源メルトの比の高いスラブメルトがマントルかんらん岩と反応して生成したことを詳細な検討
で明らかにした。一方、N グループの玄武岩は沈み込むフィリピン海プレートのアセノスフェアからもたらさ
れ、S グループの起源物質はN グループの玄武岩によって溶融した下部地殻物質と推定した。以上の結果は、
日本列島での中期中新世の火成活動のみならず、世界各地での年代が若い海洋プレートの沈み込み帯でのマグ
マ生成過程に関し重要な知見を与えるもので、地球科学への貢献が大である。よって本論文は博士（理学）の
学位を授与するのにふさわしいものであると審査した。 
